
 

 

              

平成３０年４月２日 

 内閣府沖縄担当部局      

 
 

 

１．事業の概要 

   沖縄県及び北部市町村の要望に基づき、定住条件の整備、産業の振興に

資する事業を実施。 
 

２．今回配分の状況（国費ベース） 
                                       

 

 
 

 

 

 

※詳細は別添資料のとおり 

 

（参 考） 

＜予算計上＞ 

○沖縄北部連携促進特別振興事業費（非公共事業）    平成３０年度予算額２５.７億円 

・補助率：８／１０   

＜今回の配分の考え方＞ 

○沖縄県の均衡ある発展を図る観点から北部地域の振興に資する事業に対し配分する。 

○配分対象の事業は、北部１２市町村より北部地域の振興に資するものとして要望されたもの。 

＊問合せ先＊ 

政策統括官（沖縄政策担当）付 

（担当 藏本、大田） 

電話 ０３－６２５７－１６９３ 

FAX  ０３－３５８１－９７６１ 

 

 

平成３０年度北部振興事業の実施について（第１回） 

  

 非 公 共 事 業   

 

継 続 ２ 事 業 

 

今 回 配 分 額  １.７ 億 円 

 

 

 

 

 



資 料 

平成３０年度に実施する振興事業について 
 

平成３０年４月２日 
   

【非公共事業】 
 

テーマ：産業の振興 

〔継続〕 

事   業   名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

３０年度事業費 

（うち国費） 

北部連携物流拠点機能強化事業 

 

（本部町） 

平成２６年度 

～ 

平成３１年度 

  ８０百万円 

（ ６４百万円） 

本部港の地理的優位性や整備された港湾機能を活かし、北部地域の物流の効率化と陸

上輸送コストの低減に取組み、東京航路、大阪航路の誘致の確立に向けた実証実験を実

施することにより、北部地域の物流システムの活性化を図り、産業の振興や雇用拡大等

に資する。 

 

（担当省庁） 

内閣府 

 

 

〔継続〕 

事   業   名 

（ 事 業 主 体 ） 
計 画 期 間 

３０年度事業費 

（うち国費） 

本部半島・伊江島エリア観光促進事業

（本部半島多機能観光支援施設整備）  

 

（本部町） 

平成２９年度 

～ 

平成３２年度 

１２７百万円 

（１０１百万円） 

本部半島・伊江島エリアにおける教育旅行民泊と周遊観光の活性化及び質的向上のた

め、海洋博記念公園やクルーズ船の寄港予定地という入域観光客資源を有する本部地区

に、本エリアの自然、歴史、文化等の魅力を発信する案内所や天候に影響されない体験

メニューの実施及び外国人観光客の誘致に必要なイベントの開催を行う機能、郷土学習

や各種研修、地域住民との交流を行う機能を備えた「多機能観光支援施設」を整備する

ことにより、本エリアが一体となった周遊・滞在・消費型観光の促進による観光産業の

振興を図る。 

 

（担当省庁） 

内閣府 

  



大宜味村

金武町

恩納村 宜野座村

伊江村

伊平屋村

平成３０年度 北部振興事業（非公共）（１次配分）配分事業箇所位置図

伊是名村

東村

国頭村

名護市

事業主体：本部町

事業数：継続２事業

本部町

今帰仁村

テーマ：産業振興のための整備

【本部町】 H26-31（内閣府）

北部連携物流拠点機能強化事業

〔継続〕

【本部町】 H29-32（内閣府）

本部半島・伊江島エリア観光促進事業
（本部半島多機能観光支援施設整備）

〔継続〕


